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書籍『⾃由学園⼀〇〇年史』正誤表 （2024年5⽉現在）
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図表―1 1909（明42）記述  1⽉、（婦⼈之友社=⾃宅）の出版事業に専⼼ （婦⼈之友社）のみとする
【備考】明治41（1908）年末〜明治43（1910）年
3⽉の間、⽻仁夫妻は⻑⼥説⼦の療養のため鎌倉に
住居をうつしており、その間（『婦⼈之友』⼆巻
⼀号（明治42年1⽉1⽇発⾏）〜三巻三号（明治43
年三⽉⼗五⽇））の婦⼈之友社（発⾏所）は、東
京市⼩⽯川区⼩⽇向茗荷⾕町五⼗⼋番地に置かれ
ていた。なお、明治43（1910）年4⽉に⽻仁夫妻は
説⼦⼩学校⼊学のため鎌倉から東京に戻ってお
り、三巻四号（明治43年五⽉⼀⽇発⾏）の婦⼈之
友社住所は⼩⽯川区雑司ヶ⾕百⼗番地（⾃宅）に
変更されている。

63 注12 ⼀九⼆九年発⾏ ⼀九⼆⼋年カ発⾏
109 同年七⽉には （1⾏⽬） 六⽉
144 ⼀,四⼀⼋名  ⼀,⼆⼀⼋名
158 注67 「学校法⼈設⽴に伴う評議員開催」＊ ［学校法⼈設⽴に伴う評議員開催］＊
182 注９ 天野は⼀九五⼋年の 注９ 天野は⼀九五九年の

183
注17 ⾼等科⼆年
   ⼀九六〇年度

⾼等科⼀年
⼀九五九年度

184 注25 前掲「この⼗年を…」 注25 前掲「この⼗年間を…」
204 同年⼀⼀⽉、那須農場開場六〇周年記念の集いが… ⼀〇⽉
220 ⼆〇〇六年「国際⾃由学園」が商標登録したことに対し、… ⼆〇〇五年⼀⼆⽉⼆七⽇
225 「⼆〇⼀六年グッドデザイン賞」 「⼆〇⼀⼋年グッドデザイン賞」
235 翌年には、世界新教育学会… ⼆〇⼀⼆年
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264 図表2−1 1923〜1934年（⽣活⼤学発⾜）の卒業勉強と社会活動

図表2−1 1923〜1935年の卒業勉強と社会活動
→表の最下段に1935年の以下の項⽬を追加
（卒業年）1935年4⽉（回⽣・⼈数）13回⽣55名
（卒業勉強の内容）
経済⼀：久留⽶村の農村調査、経済⼆：デパート
の研究、科学：霜柱の研究、英語：⾃由学園英⽂
パンフレット、⾳楽：讃美歌全曲を⼥声三部に編
曲、洋裁：卒業式服のデザインと製作他、美術：
⼈物の油絵と⼩⾷堂の間仕切り、敷物の図案他

345 男⼦部年史作成材料補訂版 男⼦部新年史作成材料補訂版
375 七年⽣である⼀回⽣には⼀〇⽉⼀⼋⽇に… ⼀⼀⽉⼀⼋⽇に…

453 図表4-2

1948年 熊本
1952年 ⻄宮
1953年 函館
1955年 世⽥⾕、落合、南沢
1959年 北九州
1964年 ⼩樽
1965年 四⽇市
1967年 札幌、明⽯
1976年 横浜
1977年 岡⼭
1980年 広島
1985年 松⼾

459 ⼆〇〇六年⼀〇⽉⼆三⽇に認可された。 三〇⽇
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490 ＜第⼆章参照＞ ＜第⼀章参照＞
580 東畑誠⼀ 東畑精⼀
600 注22 ⼀九四三年 ⼀九四⼆年
600 注25 ⼀九四三年 ⼀九四⼆年
653 注35 『⽣活⼤学研究』Vol.11 『⽣活⼤学研究』Vol.2
700 ⼀般事項 ⼀九⼀九年 ⽇本児童⾃由画協会設⽴ ⼀九⼀九年七⽉   （追加）
707 ⼀九三七年四⽉ パリ万博 五⽉
710 ⼀九四⼆年七⽉より男⼦部⾼等科⼀年が・・・・を請け負う ⼀九四三年七⽉〜
711 ⼀九四三年⼀⽉「体操と⾳楽の会」 五⽉
715 （年表⼀般事項）⼀九四六年四⽉ 三六名の代議⼠ 三九名の代議⼠
718 ⼀九五〇年四⽉ 植林活動開始 五⽉
719 ⼀九五五年⼀〇⽉ 初等部⾷堂・台所を増改築 九⽉
720 ⼀九五五年⼀ ⼥⼦部最⾼学部が ⼆⽉
730 ⼆〇〇⼀年五⽉ 清⾵寮南寮増築 六⽉
730 ⼆〇〇⼀年⼀⼀⽉、那須農場開場六〇周年記念の集い ⼀〇⽉
730 ⼆〇〇⼆年 ⼥⼦部にコンピュータ室整備 ⼥⼦部・男⼦部に
733 世界新教育学会⼆〇⼀⼆年度国際教育フォーラム 世界新教育学会⼆〇⼀⼆年度国際フォーラム
734 ⾼橋和也（D三四回⽣） ⾼橋和也（D四〇回⽣）
734 ⼆〇⼀四年−（⽉の記述なし） ⼯芸研究所と消費経済研究所が統合… 四
734 ⼆〇⼀五年−（⽉の記述なし） デンマークオレロップ体操アカデミー… ⼀〇
735 ⼆〇⼀六年⼋⽉『⽣活⼤学研究』刊⾏ ⼆〇⼀五年⼗⽉
735 ⼆〇⼀⼋年⼀〇⽉ ウッドデザイン賞2018 ⼆〇⼀⼋年⼀⼀⽉〜
735 ⼆〇⼀九年⼀〇⽉ ウッドデザイン賞2019 ⼆〇⼀九年⼀⼀⽉〜
735 ⼆〇⼀九年⼀（⽉の記述なし） 初等部に保健室設置  ⼆〇⼀九年四⽉
736 ⼆〇⼆〇年三⽉ 新型コロナウイルス感染症のため休校 ⾃宅学習へ移⾏


